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（3）	長なわとびフェスタの取組
熊本市内の小学校では、11月中旬から2月上旬にかけ
て、長なわとびフェスタを実施している。学年ごとにラ
ンキングをつけたり、学級ごとに目標を設定したりしな
がら、その達成に向けて取り組む活動である。本校も、
その取組に参加することで、児童の積極的な運動実施に
つなげている。3期に分けて跳んだ回数を報告し、途中
で目標を達成した学級は、新たな目標を立ててさらに
チャレンジを続けていく。多くの児童がさわやかタイム
での活動以外にも、始業前や休み時間を使って自主的に
長なわとびを行っている。

●工夫したこと
①さわやかタイムの内容を、様 な々運動領域から特に新体力
テストを意識した内容に厳選し、年間を通して実施するこ
とによって新体力テストの結果の向上につなげた。また、
学年を分けて実施することによって運動量を確保した。
②長なわとびでは目標設定を行い、5分間走ではカードに何
周走ったのかを記録することによって児童の運動に対す
る意欲を維持することができた。また、長なわとびでは児
童だけでなく教員も参加し、記録の更新に力を入れた。

①1週間の総運動時間が60分未満の児童は、男子0％、女
子5％であった。また、男女とも1週間の総運動時間の
平均値が400分を超えていた。これらの結果から運動
の日常化が図られ、取組の成果が出ていると思われる。
②体力合計点は、昨年度に比べて男女とも上昇した。
総合評価のAB−DE値も40ポイント近くの上昇がみ
られた。

①さわやかタイムにおいて定期的な運動実施の取組を継
続して行っているが、運動実施の二極化にはまだ改善
の余地がある。今後は、委員会活動を中心とした体育
的活動も盛り込んでいき、運動や遊びの日常化を図っ
ていくことが課題である。
②体力の向上を子供たち自身が実感できるよう、体力調べ
を秋にも実施していくことが必要であると考えている。

Check 取組の成果

Action 今後の課題

1 取組時の課題
運動場がせまく、ボールを使った遊びも制限しなけれ
ばならない状況で、使用可能なボール等の用具の整備も
不十分だった。そのため、休み時間はボール遊びなど活
発に運動に親しむ児童と、教室で過ごす児童に分かれる
運動をする・しないの二極化が起きていた。このような
背景から、新体力テストの結果も伸び悩んでいた。
2 取組の目的
①児童の体を動かす遊びの日常化を図り、運動に親しむ
児童の増加を図る。
②多様な運動が経験できるよう業間体育の活動内容を見
直し、体を動かすことが好きな児童の増加を図る。
③体育の授業と連携し、新体力テストの結果の向上につ
なげる。

「さわやかタイム」の実施
さわやかタイムは、昭和63年に開始され、20年以上
継続している取組であり、水曜日と金曜日の朝に実施し
ている。本校では、運動場の広さや用具の数に限りがあ
り、全校児童が一度に同じ運動を行うことが難しい状況
である。そこで、さわやかタイム年間計画に基づいて、
学年ごとに教室内での運動と運動場や体育館での運動を
ローテーションさせることで様々な運動の機会をつくっ
ている。
（1）	「向山体操」「向山スクワット」
本校オリジナルの向山体操と向山スクワットを週1回
教室で行っている。向山体操は、腕のストレッチやかえ
る逆立ちなど、全身を使った運動が含まれており、向山
スクワットは、腹筋や背筋を使った運動である。
（2）	様々な領域に合わせた運動
運動場や体育館での運動として、主に遊具を使った運
動やドッジボール、的当て、キャッチボール、長距離、
短距離、サーキットトレーニング等の運動を行ってい
る。冬場は、全校の児童が一斉に5分間走を行ってい
る。音楽に合わせて、上の学年は運動場の外周りを、下
の学年はトラックを走っている。走る意欲を高めるため
に、マラソンカードを活用している。

Plan 取組時の課題と目的

Do 取組の内容

熊本県熊本市立向
こう

山
ざん

小学校

「さわやかタイム」で
運動に親しませる

全校児童数 494名（男子239名　女子255名）

全クラス数 18 教職員数 38名（内体育専科0名）

クラブ活動または
運動部活動

数 3

参加延べ人数 114人

地域のスポーツ指導者の活用（年間延べ人数） 1人
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さわやかタイムの取組 

●本校オリジナルの体操。全身を使った運動が
盛り込まれている。

長なわとびフェスタ ●熊本市わくわくチャレンジ長なわとびフェスタの取組

様々な領域に合わせた運動 ～ボールを使った運動～ 
●３つの学年が運動場、体育館で、「ドッジボール」「的当て」「キャッチボール」をし、投力を
鍛える。

※こちらでグラフなどいれますので、 
データ作成時には空白にしてください。 

見本 ２ページ目 （ パワーポイントで作成）

向山体操 向山スクワット 

●腹筋や背筋を鍛え、姿勢改善に効果が現れて
いる。

ドッジボール 的当て キャッチボール 

各クラスで目標回数を設定し、達成に向けて取り組んでいる。 
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●運動やスポーツが好き ●中学校に進んでも自主的に運動やスポーツをしたい
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●体力合計点と運動時間
男子 女子

体力合計点（点） 56.2 57.2

総
合
評
価

（
段
階
別
）

A 16.2 12.5
B 32.4 40.0
D 13.5 12.5
E 5.4 0.0

AB-DE 29.7 40.0 
1週間の総運動時間（分） 566.0 408.8
60分未満の割合（%） 0.0 5.0
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